
防災講演会を実施します 

～ 水 害 時 の 広 域 避 難 対 策 ～ 
  

１ 目的・趣旨 

    災害に強いまちづくりを推進するにあたり、地域防災力の向上を図る観点から、

自助、共助、公助のもと迅速・的確な避難対応がとれるように、専門家による効果的

な防災講演会を実施し、市民一人ひとりの防災意識の向上を図ることを目的とする。 
 

２ 実施日時 

（１）平成 30 年７月２１日（土） 午前１０時～１１時５０分 

（２）平成 30 年７月２１日（土） 午後 ２時～４時  
 

３ 実施場所 

（１）加須文化･学習センター（パストラルかぞ）大ホール 

（２）北川辺文化･学習センター（みのり） 多目的ホール 
  

４ 対象者 

  （１）加須・騎西・大利根地域の市民等 約 1,00０人 

（２）北川辺地域の市民等 約４００人 
 

５ 講演内容 

（１） 第１部 講演会 

演題：「水害時の広域避難対策（利根川の右岸）」（９０分） 

第２部 市からのお知らせ 

「加須市地域防災計画に基づく加須・騎西・大利根の各地域ごとの  

避難方法等について」（２０分） 

（２） 第１部 講演会 

演題：「水害時の広域避難対策（利根川の左岸）」（９０分） 

第２部 市からのお知らせ 

「加須市地域防災計画に基づく北川辺地域の避難        

方法等について」（３０分） 

６ 講  師 

東京大学大学院 情報学環  

総合防災情報研究センター 片田敏孝 特任教授 

     

 

 

 

 

※ ・中央防災会議 防災対策実行会議「洪水･高潮氾濫からの大規模･広域避難   

検討ワーキンググループ」委員 

・利根川中流４県境 広域避難協議会 アドバイザー 

・加須市防災会議委員 など 

Ｂ－５ 

記 者 発 表 資 料 

平成３０年６月８日 

危 機 管 理 防 災 課 

片田先生は、釜石市で児童・生徒を対象に津波防災

教育に長年取り組まれ、東日本大震災時に津波から無事
に生徒らが避難できた「釜石の奇跡」の避難行動に平時

から携わられていたことで、特に知られています。 

東日本大震災時

対応の様子 


